
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　呼制御に電話網の呼制御プロトコル、音声信号伝送にＩＰプロトコルを用いてＶｏＩＰ
通信を行うゲート装置ユーザ間の相互接続を行う通信端末間相互接続方法であって、
　それぞれの信号が重畳される アクセスラインから電話網の呼制御信
号と音声のメディアストリームとを分離する過程と、
　 通信相手が ゲート装置ユーザの場合は、前記音声のメディ
アストリームをＩＰネットワークに出力してダミーのベアラ音声信号を前記電話網の呼制
御信号に重畳し、交換機へ入力する過程と、
　 通信相手が電話ユーザの場合は、前記音声のメディアストリー
ムをベアラ音声信号に変換し、前記電話網の呼制御信号と重畳して前記交換機へ入力する
過程と、
　を有することを特徴とする通信端末間相互接続方法。
【請求項２】
前記電話網の呼制御プロトコルは、Ｑ．９３１プロトコルであることを特徴とする請求項
１に記載の通信端末間相互接続方法。
【請求項３】
前記音声信号伝送は、ＲＴＰプロトコルであることを特徴とする請求項１または請求項２
に記載の通信端末間相互接続方法。
【請求項４】
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呼制御にＱ．９３１プロトコル、音声信号伝送にＩＰプロトコルを用いてＶｏＩＰ通信を
行うゲート装置ユーザ間の相互接続を行う通信端末間相互接続装置であって、
ゲート装置とのアクセスラインから入力される音声のメディアストリームを、スイッチコ
ントローラの制御により、メディア伝送路もしくはベアラ音声信号伝送路へ出力するスイ
ッチと、
（１）呼設定時、発信元となるゲート装置から該ゲート装置のＩＰネットワーク側のアド
レスとポートを含むアドレス情報を受信して前記スイッチに対し一時的に前記ベアラ音声
信号伝送路への接続を指示し、（２）着信先のゲート装置から該着信先ゲート装置のＩＰ
ネットワーク側のアドレスとポートを含むアドレス情報を受信して前記スイッチに対し前
記メディア伝送路への接続を指示し、（３）前記いずれかのゲート装置による切断を契機
に前記スイッチを中立状態に設定するスイッチコントローラと、
を備えたことを特徴とする通信端末間相互接続装置。
【請求項５】
呼制御にＱ．９３１プロトコル、音声信号伝送にＩＰプロトコルを用いてＶｏＩＰ通信を
行うゲート装置ユーザと電話ユーザとの相互接続を行う端末間相互接続装置であって、
ゲート装置とのアクセスラインから入力される音声のメディアストリームを、スイッチコ
ントローラの制御により、メディア伝送路もしくはベアラ音声信号伝送路へ出力するスイ
ッチと、
（１）呼設定時、発信元となるゲート装置から該ゲート装置のＩＰネットワーク側のアド
レスとポートを含むアドレス情報を受信し、前記スイッチに対し一時的に前記ベアラ音声
信号伝送路への接続を指示し、（２）着信先の電話から応答を受信し、着信先が電話端末
ユーザであることを認識して前記ベアラ音声信号伝送路のアドレス情報を前記発信元のゲ
ート装置へ通知して前記スイッチに対して前記ベアラ音声信号伝送路への接続を指示し、
（３）前記ゲート装置もしくは電話の切断を契機に前記スイッチを中立状態に設定するス
イッチコントローラと、
を備えたことを特徴とする通信端末間相互接続装置。
【請求項６】
呼制御にＱ．９３１プロトコル、音声信号伝送にＩＰプロトコルを用いてＶｏＩＰ通信を
行うゲート装置ユーザと電話ユーザとの相互接続を行う通信端末間相互接続装置であって
、
ゲート装置とのアクセスラインから入力される音声のメディアストリームを、スイッチコ
ントローラの制御によりメディア伝送路、もしくはベアラ音声信号伝送路へ接続するスイ
ッチと、
（１）発信元となる電話からの発呼を受信し、発信元が電話ユーザであることを認識して
前記スイッチに対して前記ベアラ音声信号伝送路への接続を指示すると共に、（２）前記
ベアラ音声信号伝送路のアドレス情報を設定して着信先となるゲート装置への送信を指示
し、（３）着信先のゲート装置から、該着信先ゲート装置のＩＰネットワーク側のアドレ
スとポートを含むアドレス情報を受信し、当該アドレス情報を削除して発信元の電話への
送信を指示し、（４）前記ゲート装置あるいは電話による切断を契機に前記スイッチを中
立状態に設定するスイッチコントローラと、
を備えたことを特徴とする通信端末間相互接続装置。
【請求項７】
それぞれの信号が重畳されるアクセスラインからＱ．９３１信号と音声のメディアストリ
ームとを分離するスプリッタと、
前記アクセスラインの伝送方式に対応して前記音声のメディアストリームの変復調を行い
、前記スイッチを介してＩＰネットワークへ出力するモデムと、
前記音声のメディアストリームとベアラ音声信号の相互変換を行うコーディックと、
前記スイッチコントローラを介して出力されるＱ．９３１信号に、前記コーディックによ
り出力されるベアラ音声信号を重畳し、交換機との間で入出力を行うコンバータと、
を備えたことを特徴とする請求項４から６のいずれか１項に記載の通信端末間相互接続装
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置。
【請求項８】
呼制御にＱ．９３１プロトコル、音声信号伝送にＩＰプロトコルを用いてＶｏＩＰ通信を
行うゲート装置ユーザ間の相互接続を行う通信端末間相互接続装置に用いられるプログラ
ムであって、
呼設定時、発信元となるゲート装置から該ゲート装置のＩＰネットワーク側のアドレスと
ポートを含むアドレス情報を受信し、ゲート装置とのアクセスラインから入力された音声
のメディアストリームが出力される前記メディア伝送路とベアラ音声信号伝送路への接続
を行うスイッチに対し、一時的に前記ベアラ音声信号伝送路への接続を指示するステップ
と、
着信先のゲート装置から該着信先ゲート装置のＩＰネットワーク側のアドレスとポートを
含むアドレス情報を受信して前記スイッチに対し前記メディア伝送路への接続を指示する
ステップと、
前記いずれかのゲート装置による切断を契機に前記スイッチを中立状態に設定するステッ
プと、
をコンピュータに実行させる通信端末間相互接続プログラム。
【請求項９】
呼制御にＱ．９３１プロトコル、音声信号伝送にＩＰプロトコルを用いてＶｏＩＰ通信を
行うゲート装置ユーザと電話ユーザとの相互接続を行う端末間相互接続装置に用いられる
プログラムであって、
呼設定時、発信元となるゲート装置から該ゲート装置のＩＰネットワーク側のアドレスと
ポートを含むアドレス情報を受信し、ゲート装置とのアクセスラインから入力された音声
のメディアストリームが出力されるメディア伝送路とベアラ音声信号伝送路への接続を行
うスイッチに対して一時的に前記ベアラ音声信号伝送路への接続を指示するステップと、
着信先の電話から応答を受信し、着信先が電話端末ユーザであることを認識して前記ベア
ラ音声信号伝送路のアドレス情報を前記発信元のゲート装置へ通知して前記スイッチに対
して前記ベアラ音声信号伝送路への接続を指示するステップと、
前記ゲート装置もしくは電話の切断を契機に前記スイッチを中立状態に設定するステップ
と、
をコンピュータに実行させる通信端末間相互接続プログラム。
【請求項１０】
呼制御にＱ．９３１プロトコル、音声信号伝送にＩＰプロトコルを用いてＶｏＩＰ通信を
行うゲート装置ユーザと電話ユーザとの相互接続を行う通信端末間相互接続装置に用いら
れるプログラムであって、
発信元となる電話からの発呼を受信し、発信元が電話ユーザであることを認識し、ゲート
装置とのアクセスラインから入力された音声のメディアストリームが出力されるメディア
伝送路とベアラ音声信号伝送路への接続を行うスイッチに対し、前記ベアラ音声信号伝送
路への接続を指示すると共に、前記ベアラ音声信号伝送路のアドレス情報を設定して着信
先となるゲート装置への送信を指示するステップと、
着信先のゲート装置から、該着信先ゲート装置のＩＰネットワーク側のアドレスとポート
を含むアドレス情報を受信し、当該アドレス情報を削除して発信元の電話への送信を指示
するステップと、
前記ゲート装置あるいは電話による切断を契機に前記スイッチを中立状態に設定するステ
ップと、
をコンピュータに実行させる通信端末間相互接続プログラム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、呼制御にＱ．９３１プロトコル、音声信号伝送にＩＰプロトコルを用いてＶｏ
ＩＰ通信を行うゲート装置ユーザ間、あるいはゲート装置ユーザと電話ユーザ間の相互接
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続を行う、通信端末間相互接続方法および装置、ならびにプログラムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
ＩＰ（ Internet Protocol）通信を公衆電話網（以下、ＰＳＴＮ： Public Switched Telep
hone Network）に適用するために、従来、サービスに応じてＩＰネットワークとＰＳＴＮ
を切替える技術が知られている（特許文献１参照）。この技術によれば、ＰＳＴＮに接続
するために、ＩＰネットワークのゲートウエイによりＩＰネットワークの呼がＰＳＴＮの
呼にエミュレートされる。
【０００３】
また、局と加入者間にアダプタを配置し、そのアダプタがＩＳＤＮとネットワークの両方
にインタフェースを持つことにより、アダプタ間でＣＩＤの送受信を実行する技術も知ら
れている（特許文献２参照）。ここでは、ＩＳＤＮ等で用いられる呼制御プロトコルであ
るＱ．９３１が使用される。
【０００４】
一方、呼制御信号とＶｏＩＰの音声信号とを分離し、呼制御信号のみを処理して通話路（
ＳＰ： Speech Path）制御を行わない交換機（以下、ＳＰレス交換機という）を使用し、
呼制御には電話網の呼制御プロトコルであるＱ．９３１を、音声信号伝送にはＲＴＰ（ Re
al Time Transport Protocol）を用いてＶｏＩＰ（ Voice over IP）通信を行う方式も提
案されている。このＳＰレス交換機は、ＶｏＩＰ通信を行うゲート装置を収容するが、信
号制御上は従来の加入者交換機と同様に、ユーザ側（ゲート装置側）は、Ｑ．９３１、中
継区間はＩＳＵＰ（ ISDN User Part）プロトコルを処理する。
上記したように、ＳＰレス交換機は従来の加入者交換機とほぼ同様な信号処理を行うため
、既存の加入者交換機に対して、通話路およびその制御部（装置および制御プラグラム）
を取り除くなどの改造を加えることにより実現可能である。
【０００５】
【特許文献１】
特表２００２－５３２９６３号公報
【特許文献２】
特開２００３－８７７６号公報
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、上記したＶｏＩＰ通信を公衆電話網（以下、ＰＳＴＮ： Public Switched Tele
phone Network）に適用しようとした場合、ゲート装置を収容するための加入者交換機の
ＳＰレス交換機への改造に加え、以下に列挙する項目の改造が必要となる。
（１）ＰＳＴＮの中継交換機も、呼接続に対して通話路を接続していく方式であるため、
ＳＰレス交換機と同様に、通話路を接続しない改造を施す必要がある。（２）ＰＳＴＮ内
には、呼接続に関する接続前トーキなどを送出する音声ガイダンス装置も多種存在し、こ
れらは全て通話路に音声信号を送出するため、上記したＶｏＩＰ通信方式に適用するには
、音声信号をＩＰパケット化し、ＲＴＰで送出可能なように改造、または、新設などの対
処が必要である。
【０００７】
上記した（１）（２）は技術的には解決可能であるが、ＰＳＴＮでは、交換機やガイダン
ス装置の数が膨大であり、従って、上記の改造には多大な時間と労力を要し、サービスの
中断を余儀なくされる。
従って、加入者交換機、中継交換機、および音声ガイダンス装置などＰＳＴＮを構成する
各装置の改造を最小限とするための適用法が最重要設計課題となる。また、ＰＳＴＮへの
適用では、全てのユーザがゲート装置を導入するわけではないため、ゲート装置ユーザと
、一般の電話（アナログ、ＩＳＤＮ： Integrated Service Digital Network）ユーザとの
相互接続法も課題となる。
【０００８】
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本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、ＰＳＴＮ全体の改造を最小限に抑え、サ
ービスの中断を回避しながら導入することができるとともに、セキュアなゲート装置間の
ＶｏＩＰ通信ならびにゲート装置及び電話間の相互接続を可能とする通信端末間相互接続
方法および装置、ならびにプログラムを提供することを目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　上記した課題を解決するために本発明は、呼制御に電話網の呼制御プロトコル、音声信
号伝送にＩＰプロトコルを用いてＶｏＩＰ通信を行うゲート装置ユーザ間の相互接続を行
う通信端末間相互接続方法であって、それぞれの信号が重畳される ア
クセスラインから電話網の呼制御信号と音声のメディアストリームとを分離する過程と、

通信相手が ゲート装置ユーザの場合は、前記音声のメディア
ストリームをＩＰネットワークに出力してダミーのベアラ音声信号を前記電話網の呼制御
信号に重畳し、交換機へ入力する過程と、 通信相手が電話ユーザ
の場合は、前記音声のメディアストリームをベアラ音声信号に変換し、前記電話網の呼制
御信号と重畳して前記交換機へ入力する過程と、を有することを特徴とする。
　また、本発明において、前記電話網の呼制御プロトコルは、Ｑ．９３１プロトコルであ
ることを特徴とする。
　また、本発明において、前記音声信号伝送は、ＲＴＰプロトコルであることを特徴とす
る。
【００１０】
上記した課題を解決するために本発明は、呼制御にＱ．９３１プロトコル、音声信号伝送
にＩＰプロトコルを用いてＶｏＩＰ通信を行うゲート装置ユーザ間の相互接続を行う通信
端末間相互接続装置であって、ゲート装置とのアクセスラインから入力される音声のメデ
ィアストリームを、スイッチコントローラの制御により、メディア伝送路もしくはベアラ
音声信号伝送路へ出力するスイッチと、（１）呼設定時、発信元となるゲート装置から該
ゲート装置のＩＰネットワーク側のアドレスとポートを含むアドレス情報を受信して前記
スイッチに対し一時的に前記ベアラ音声信号伝送路への接続を指示し、（２）着信先のゲ
ート装置から該着信先ゲート装置のＩＰネットワーク側のアドレスとポートを含むアドレ
ス情報を受信して前記スイッチに対し前記メディア伝送路への接続を指示し、（３）前記
いずれかのゲート装置による切断を契機に前記スイッチを中立状態に設定するスイッチコ
ントローラと、を備えたことを特徴とする。
【００１１】
また、本発明は、呼制御にＱ．９３１プロトコル、音声信号伝送にＩＰプロトコルを用い
てＶｏＩＰ通信を行うゲート装置ユーザと電話ユーザとの相互接続を行う端末間相互接続
装置であって、ゲート装置とのアクセスラインから入力される音声のメディアストリーム
を、スイッチコントローラの制御により、メディア伝送路もしくはベアラ音声信号伝送路
へ出力するスイッチと、（１）呼設定時、発信元となるゲート装置から該ゲート装置のＩ
Ｐネットワーク側のアドレスとポートを含むアドレス情報を受信し、前記スイッチに対し
一時的に前記ベアラ音声信号伝送路への接続を指示し、（２）着信先の電話から応答を受
信し、着信先が電話端末ユーザであることを認識して前記ベアラ音声信号伝送路のアドレ
ス情報を前記発信元のゲート装置へ通知して前記スイッチに対して前記ベアラ音声信号伝
送路への接続を指示し、（３）前記ゲート装置もしくは電話の切断を契機に前記スイッチ
を中立状態に設定するスイッチコントローラと、
を備えたことを特徴とする。
【００１２】
また、本発明は、呼制御にＱ．９３１プロトコル、音声信号伝送にＩＰプロトコルを用い
てＶｏＩＰ通信を行うゲート装置ユーザと電話ユーザとの相互接続を行う通信端末間相互
接続装置であって、ゲート装置とのアクセスラインから入力される音声のメディアストリ
ームを、スイッチコントローラの制御によりメディア伝送路、もしくはベアラ音声信号伝
送路へ接続するスイッチと、（１）発信元となる電話からの発呼を受信し、発信元が電話
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ユーザであることを認識して前記スイッチに対して前記ベアラ音声信号伝送路への接続を
指示すると共に、（２）前記ベアラ音声信号伝送路のアドレス情報を設定して着信先とな
るゲート装置への送信を指示し、（３）着信先のゲート装置から、該着信先ゲート装置の
ＩＰネットワーク側のアドレスとポートを含むアドレス情報を受信し、当該アドレス情報
を削除して発信元の電話への送信を指示し、（４）前記ゲート装置あるいは電話による切
断を契機に前記スイッチを中立状態に設定するスイッチコントローラと、を備えたことを
特徴とする。
【００１３】
また、本発明において、それぞれの信号が重畳されるアクセスラインからＱ．９３１信号
と音声のメディアストリームとを分離するスプリッタと、前記アクセスラインの伝送方式
に対応して前記音声のメディアストリームの変復調を行い、前記スイッチを介してＩＰネ
ットワークへ出力するモデムと、前記音声のメディアストリームとベアラ音声信号の相互
変換を行うコーディックと、前記スイッチコントローラを介して出力されるＱ．９３１信
号に、前記コーディックにより出力されるベアラ音声信号を重畳し、交換機との間で入出
力を行うコンバータと、を備えたことを特徴とする。
【００１４】
上記した課題を解決するために本発明は、呼制御にＱ．９３１プロトコル、音声信号伝送
にＩＰプロトコルを用いてＶｏＩＰ通信を行うゲート装置ユーザ間の相互接続を行う通信
端末間相互接続装置に用いられるプログラムであって、呼設定時、発信元となるゲート装
置から該ゲート装置のＩＰネットワーク側のアドレスとポートを含むアドレス情報を受信
し、ゲート装置とのアクセスラインから入力された音声のメディアストリームが出力され
る前記メディア伝送路とベアラ音声信号伝送路への接続を行うスイッチに対し、一時的に
前記ベアラ音声信号伝送路への接続を指示するステップと、着信先のゲート装置から該着
信先ゲート装置のＩＰネットワーク側のアドレスとポートを含むアドレス情報を受信して
前記スイッチに対し前記メディア伝送路への接続を指示するステップと、前記いずれかの
ゲート装置による切断を契機に前記スイッチを中立状態に設定するステップと、をコンピ
ュータに実行させることを特徴とする。
【００１５】
また、本発明は、呼制御にＱ．９３１プロトコル、音声信号伝送にＩＰプロトコルを用い
てＶｏＩＰ通信を行うゲート装置ユーザと電話ユーザとの相互接続を行う端末間相互接続
装置に用いられるプログラムであって、呼設定時、発信元となるゲート装置から該ゲート
装置のＩＰネットワーク側のアドレスとポートを含むアドレス情報を受信し、ゲート装置
とのアクセスラインから入力された音声のメディアストリームが出力されるメディア伝送
路とベアラ音声信号伝送路への接続を行うスイッチに対して一時的に前記ベアラ音声信号
伝送路への接続を指示するステップと、着信先の電話から応答を受信し、着信先が電話端
末ユーザであることを認識して前記ベアラ音声信号伝送路のアドレス情報を前記発信元の
ゲート装置へ通知して前記スイッチに対して前記ベアラ音声信号伝送路への接続を指示す
るステップと、前記ゲート装置もしくは電話の切断を契機に前記スイッチを中立状態に設
定するステップと、をコンピュータに実行させることを特徴とする。
【００１６】
また、本発明は、呼制御にＱ．９３１プロトコル、音声信号伝送にＩＰプロトコルを用い
てＶｏＩＰ通信を行うゲート装置ユーザと電話ユーザとの相互接続を行う通信端末間相互
接続装置に用いられるプログラムであって、発信元となる電話からの発呼を受信し、発信
元が電話ユーザであることを認識し、ゲート装置とのアクセスラインから入力された音声
のメディアストリームが出力されるメディア伝送路とベアラ音声信号伝送路への接続を行
うスイッチに対し、前記ベアラ音声信号伝送路への接続を指示すると共に、前記ベアラ音
声信号伝送路のアドレス情報を設定して着信先となるゲート装置への送信を指示するステ
ップと、着信先のゲート装置から、該着信先ゲート装置のＩＰネットワーク側のアドレス
とポートを含むアドレス情報を受信し、当該アドレス情報を削除して発信元の電話への送
信を指示するステップと、前記ゲート装置あるいは電話による切断を契機に前記スイッチ
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を中立状態に設定するステップと、をコンピュータに実行させることを特徴とする。
【００１７】
【発明の実施の形態】
以下、図面を使用して本発明の一実施の形態について説明する。図１は本発明が実施され
るＶｏＩＰ音声通信システムの構成を示すブロック図である。
本実施の形態は、ＶｏＩＰ通信におけるユーザ～ネットワーク間の呼制御手順に、従来か
ら電話で利用されているプロトコルであるＱ．９３１プロトコルを適用し、Ｑ .９３１プ
ロトコルを終端するゲート装置１１Ａ、１１Ｂにおいて、ポートの開閉やプライベートア
ドレスとＩＰネットワーク側のアドレス変換を行う。すなわち、ＰＳＴＮ１３を通して呼
制御信号を伝送し、ＩＰネットワーク１４を通して音声信号を伝送する。
【００１８】
図１において、ネットワークは、共通線信号方式により呼制御信号を伝送するＰＳＴＮ（
ＳＳ＃７ネットワーク）１３と、ＶｏＩＰの音声信号を伝送するＩＰネットワーク１４か
ら構成される。ＰＳＴＮ１３（公衆電話網）には、従来通りユーザを収容するが、呼制御
信号のみを処理し、通話路制御は行わないＳＰレス交換機１５Ａ、１５Ｂが接続される。
本交換機１５Ａ、１５Ｂは、信号制御上、従来の交換機と同様に、ユーザ側はＱ．９３１
プロトコル、交換機間はＩＳＵＰ（ ISDN User Part）プロトコルを処理する。また、ベア
ラ伝送用にＲＴＰプロトコルを用いる。なお、ユーザのアクセスラインとしては、伝送上
、物理的に分離した回線としても、多重化した一本のアクセスラインとしてもよい。
【００１９】
ゲート装置１１Ａ、１１Ｂは、ユーザ側に設置される装置であり、その内部構成を図２に
示す。なお、図２はゲート装置１１Ａの内部構成であるが、ゲート装置１１Ｂも同一構成
である。ゲート装置１１Ａは、Ｑ．９３１コントローラ２１ａ、ＳＩＰプロキシ２１ｂ、
ファイアーウォール２１ｃ（Ｆ／Ｗ）で構成される。
【００２０】
図２において、Ｑ．９３１コントローラ２１ａは、ＳＰレス交換機１５Ａとの間のＱ．９
３１プロトコルを終端し、次の制御を行う。すなわち、ＳＩＰプロキシ２１ｂと連携して
Ｑ．９３１プロトコルとＳＩＰプロトコルの相互変換を行う。ここで、ＳＩＰ（ Session 
Initiation Protocol）とは、ゲート装置１１ＡとＶｏＩＰ電話機機Ａ１、Ａ２との間に
おける通信プロトコルである。
そして、図示せぬ変換表を参照して電話番号とプライベートアドレスとの相互変換を行い
、後述するＦ／Ｗ２１ｃの制御を行う。
【００２１】
ＳＩＰプロキシ２１ｂは、ＶｏＩＰ端末Ａ１、Ａ２とのＳＩＰプロトコルを終端し、Ｑ．
９３１コントローラ２１ａと連携してネットワーク側とＱ．９３１プロトコルによる呼制
御を行う。Ｆ／Ｗ２１ｃは、Ｑ．９３１コントローラ２１ａからの指示により、ポートの
開閉やプライベートアドレスとＩＰネットワーク１４側とのアドレス変換を行う。アドレ
ス変換は、１つのＩＰネットワーク１４側アドレスに、ｎ個のプライベートアドレスがマ
ッピングできるＮＡＰＴ（ Network Address Port Translation）機能、あるいはＩＰマス
カレード機能を有する。
【００２２】
図３は、本発明を適用したネットワークＶｏＩＰ通信システムの一実施形態を示すブロッ
ク図である。図３において、図１に示す符号と同一符号が付されたブロックは、図１に示
すブロックのそれと同じ名称、機能を持つものとする。
図１同様、ＳＰレス交換機１５Ａ、１５Ｂに、それぞれ、ユーザＡ、Ｂのゲート装置１１
Ａ、１１Ｂ、そして、ＩＳＤＮ電話Ａ３、Ｂ３が収容されている。また、ゲート装置１１
Ａ、１１ＢとＳＰレス交換機１５Ａ、１５Ｂでの伝送は、Ｑ．９３１信号をＡＤＳＬ（Ａ
ＤＳＬモデム２０ａ、２０ｂ）などで伝送されるメディアストリーム（ＲＴＰ）と重畳し
たアクセスラインを使用するものとする。なお、アクセスライン４０がＡＤＳＬ以外のｘ
ＤＳＬ（ Digital Subscriber Line）やオプティカルファイバーの場合には個々の伝送方
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式は異なるものの、以降に述べる方式の原理は同一であり、本発明はこれら伝送方式にも
同様に適用可能である。
【００２３】
図４に、ＳＰレス交換機の内部構成の一例を示す。ここではＳＰレス交換機１５Ａの内部
構成であるが、ＳＰレス交換機１５Ｂも同一構成である。
ＳＰレス交換機１５Ａは、ゲート装置収容部３１Ａと、ＰＳＴＮ交換部３２Ａで構成され
、そのうち、ゲート装置収容部３１Ａは、主に、スプリッタ３１ａ、ＡＤＳＬモデム３１
ｂ、スイッチコントローラ３１ｃ、スイッチ３１ｄ、ＣＯＤＥＣ３１ｅ（ Coder-Decoder
：コーディック）、コンバータ３１ｆで構成される。なお、ＰＳＴＮ交換部３２Ａは、Ｐ
ＳＴＮに使用される従来の交換機である。
【００２４】
スプリッタ３１ａは、アクセスライン４０に重畳されたＱ．９３１信号とＲＴＰメディア
ストリームとを分離し、また、アクセスライン４０ヘの出力時には両者を重畳する装置で
ある。アクセスライン４０がＡＤＳＬの場合、スプリッタ３１ａは、Ｑ．９３１信号とＡ
ＤＳＬ信号を分離、もしくは重畳する。ＡＤＳＬモデム３１ｂは、アクセスライン４０の
伝送方式に従い、ここではＡＤＳＬ信号への変調および復調を行う。
スイッチコントローラ３１ｃは、Ｑ．９３１信号により識別される通信相手のメディア種
別に応じてメディアストリームの経路（メディア伝送路およびベアラ音声信号伝送路）切
替え指示を行う。
【００２５】
スイッチ３１ｄは、スイッチコントローラ３１ｃからの指示により、メディア伝送路とな
るＩＰネットワーク１４とベアラ音声信号伝送路となるＣＯＤＥＣ３１ｅへの切替えを行
う。ゲート装置１１Ａ、１１Ｂ同士の接続であっても接続前トーキなどがＰＳＴＮ１３か
ら送出される場合は一時的にベアラ音声信号伝送路となるＣＯＤＥＣ３１ｅ側に接続する
ことで、トーキ等をメディアストリーム（ＲＴＰ）に変換し、ゲート装置１１Ａに伝送す
る。
ＣＯＤＥＣ３１ｅは、ＲＴＰのメディアストリームとベアラ音声信号との相互変換を行う
。また、コンバータ３１ｆは、Ｑ．９３１信号とベアラ音声信号を重畳し、リモートトラ
ンク等を収容するハイウェイ・インタフェース（ＨＷ）等、既存の交換機インタフェース
で、従来の交換機そのものであるＰＳＴＮ交換部３２Ａと入出力を行う。
【００２６】
以下、図３、図４に示す本発明実施形態の動作について、図５～図７に示す信号シーケン
スを使用して詳細に説明する。なお、以降、Ｑ．９３１信号、またはＩＳＵＰ信号のそれ
ぞれについて＜＞で括って表記することとする。ここでは、Ｑ．９３１信号として、＜ Se
tup：呼設定＞＜ Call Proc：呼設定受付＞＜ Alert：呼出中＞＜ Conn：応答＞＜ Conn Ack
：応答確認＞＜ Disc：切断＞＜ Relase：解放＞＜ Rel Com：解放確認＞、ＩＳＵＰ信号と
して、＜ IAM：アドレス＞＜ ACM：アドレス完了＞＜ CPG：呼経過＞＜ ANM：応答＞＜ REL：
切断＞＜ RLC：復旧完了＞が例示されている。
【００２７】
図５は、ゲート装置間通信の信号シーケンスであり、ここでは、ユーザＡのＶｏＩＰ電話
機Ａ１（電話番号＃Ａ１）から、ユーザＢのＶｏＩＰ電話機Ｂ１（電話番号＃Ｂ１）への
通信が例示されている。
まず、ＶｏＩＰ電話機Ａ１からＶｏＩＰ電話機Ｂ１に発呼した場合、ゲート装置１１Ａは
、アドレス情報を＜ Setup＞のＵＵＩ（ User-User Information）等に設定し、ＳＰレス交
換機１５Ａのゲート装置収容部３１Ａを経由して同交換機１５ＡのＰＳＴＮ交換部３２Ａ
に送信する。図では、アドレス情報として、発信元の電話番号＃Ａ１、発信先の電話番号
＃Ｂ１、呼を識別するための Call-IDの値 Cid、ならびに、発信元ゲート装置１１ＡのＩＰ
ネットワーク１４側アドレスＧＡ及びポートｐａが通知されることを示している。
【００２８】
＜ Setup＞の通過を確認したゲート装置収容部３１Ａのスイッチコントローラ３１ｃは、
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スイッチ制御メッセージによりスイッチ３１ｄをＣＯＤＥＣ３１ｅ側に倒す（ステップＳ
１０１）。これによりＡＤＳＬモデム３１ｂ等とＣＯＤＥＣ３１ｅの間にＲＴＰのメディ
アストリームが伝播することになる。
次に、ＳＰレス交換機１５ＡのＰＳＴＮ交換部３２Ａは、ＰＳＴＮ１３の SS#7ネットワー
ク（共通線信号網）を経由してＳＰレス交換機１５ＢのＰＳＴＮ交換部３２Ｂに＜ IAM＞
を送信する。＜ IAM＞を受信したＰＳＴＮ交換部３２Ｂは、ＳＰレス交換機１５Ｂのゲー
ト装置収容部３１Ｂを経由してゲート装置１１Ｂに＜ Setup＞を送信し、ゲート装置１１
Ｂが＜ Setup＞を受信することにより呼が着信する。このとき、ＳＰレス交換機１５Ｂ内
のゲート装置収容部３１Ｂのスイッチコントローラ３１ｃは、スイッチ制御メッセージに
よりスイッチ３１ｄをＣＯＤＥＣ３１ｅ側に倒す（ステップＳ１０２）。なお、この＜ IA
M＞及び＜ Setup＞には、ステップＳ１０１の＜ Setup＞に設定されたアドレス情報が含ま
れている。
【００２９】
そして、＜ Setup＞を通知されたＳＰレス交換機１５ＡのＰＳＴＮ交換部３２Ａは、ゲー
ト装置収容部３１Ａを通じ、従来の電話と同様に発側のゲート装置１１Ａに対して＜ Call
 Proc＞を送出する（ステップＳ１０３）。
一方、＜ Setup＞を受信したゲート装置１１Ｂは、ＳＰレス交換機１５Ｂのゲート装置収
容部３１Ｂを経由して同交換機のＰＳＴＮ交換部３２Ｂへ＜ Call Proc＞を返却する（ス
テップＳ１０４）。これは、＜ ACM＞として、ＰＳＴＮ１３の共通線信号網 SS#7ネットワ
ークを経由してＳＰレス交換機１５ＡのＰＳＴＮ交換部３２Ａに伝達される。そして、従
来の電話と同様に、ゲート装置１１ＢからＳＰレス交換機１５Ｂへ、ＳＰレス交換機１５
Ａからゲート装置１１Ａへ＜ Alert＞が返却される（ステップＳ１０５）。
【００３０】
次に、発信先のＶｏＩＰ電話機Ｂ１が応答すると、ゲート装置１１Ｂは、アドレス情報を
＜ Conn＞の UUI等に設定し、ＳＰレス交換機１５Ｂのゲート装置収容部３２Ｂを経由して
ＰＳＴＮ交換部３２Ｂへ送信する（ステップＳ１０６）。
ここでは、アドレス情報として、発信元の電話番号＃Ａ１、発信先の電話番号＃Ｂ１、呼
を識別するための Call-IDの値 Cid、ならびに、発信先ゲート装置１１ＢのＩＰネットワー
ク１４側アドレスＧＢ及びポートｐｂが通知される。この時、＜ Conn＞の通過を確認した
ゲート装置収容部３１Ｂのスイッチコントローラ３１ｃは、スイッチ制御メッセージによ
りメディア伝送路側（ＩＰネットワーク１４側）にスイッチ３１ｄを倒す。これによりＡ
ＤＳＬモデムなど３１ｂからＩＰネットワーク１４に、またその逆方向にＲＴＰのメディ
アストリームが伝播することになる。
【００３１】
また、ＳＰレス交換機１５Ｂが受信した＜ Conn＞は、ＳＰレス交換機１５Ａからゲート装
置１１Ａへ通知される。この＜ Conn＞には、ステップＳ１０６の＜ Conn＞内のアドレス情
報が設定されている。このとき、ＳＰレス交換機１５Ａ内のゲート装置収容部３１Ａのス
イッチコントローラ３１ｃは、アドレス情報内にＩＰアドレスが設定されていることによ
り、発信先（ＶｏＩＰ端末Ｂ１）がゲート装置収容ユーザであることを認識し、スイッチ
制御メッセージによりメディア伝送路側（ＩＰネットワーク１４側）にスイッチ３１ｄを
倒す。そして、ゲート装置１１ＡはＳＰレス交換機１５Ａに対して＜ Conn Ack＞を返す（
ステップＳ１０７）。
以上で、設定したアドレスＧＡ／ポートｐａ及びアドレスＧＢ／ポートｐｂのセッション
を用いてＲＴＰのメディアストリームにて音声通話が行われる（ステップＳ１０８）。但
し、この場合、ゲート装置収容部３１Ａ及び３１Ｂ間のベアラ伝送回線を伝播する信号は
無音声のダミーである。
【００３２】
そして、ＶｏＩＰ端末Ａ１の切断（ＶｏＩＰ端末Ｂ１でも可）を契機に、ゲート装置１１
ＡからＳＰレス交換機１５Ａへ＜ Disc＞が送信される（ステップＳ１０９）。以降、従来
の電話と同様に、ＳＰレス交換機１５Ａから＜ REL＞がＰＳＴＮ１３の SS#7ネットワーク
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を経由してＳＰレス交換機１５Ｂへ送信され、ＳＰレス交換機１５Ｂ経由でゲート装置１
１Ｂに向けて＜ Disc＞が送信される。
次に、ＳＰレス交換機１５ＡのＰＳＴＮ交換部３２Ａは、同交換機のゲート装置収容部３
１Ａを経由してゲート装置１１Ａへ＜ Release＞を送信する。
このとき、ゲート装置収容部３１Ａのスイッチコントローラ３１ｃは、スイッチ制御メッ
セージによりスイッチ３１ｄをＣＯＤＥＣ３１ｅ側、メディア伝送路側（ＩＰネットワー
ク１４側）どちらにも倒れていない中立状態にする（ステップＳ１１０）。また、ゲート
装置１１ＡはＳＰレス交換機１５Ａへ＜ Rel Com＞を返す。
【００３３】
一方、＜ Disc＞を受信したゲート装置１１Ｂは、ＳＰレス交換機１５Ｂのゲート装置収容
部３１Ｂを経由してＰＳＴＮ交換部３２Ｂへ＜ Release＞を送信する。このとき、ゲート
装置収容部３１Ｂのスイッチコントローラ３１ｃは、スイッチ制御メッセージによりスイ
ッチ３１ｄをＣＯＤＥＣ３１ｅ側、メディア伝送路側（ＩＰネットワーク１４側）どちら
にも倒れていない中立状態にする（ステップＳ１１１）。最後に、ＳＰレス交換機１５Ｂ
はゲート装置１１Ｂへ＜ Rel Com＞を返す。
【００３４】
図６は、ゲート装置発～電話着の信号シーケンスを示す図であり、ここでは、発側のゲー
ト装置にＶｏＩＰ端末Ａ１（電話番号＃Ａ１）、着側の電話としてＩＳＤＮ電話機Ｂ３（
電話番号＃Ｂ３）が例示されている。
まず、ＶｏＩＰ端末Ａ１からＩＳＤＮ電話機Ｂ３に発呼した場合、ゲート装置１１Ａは、
アドレス情報を＜ Setup＞のＵＵＩ等に設定し、図５のＳ１０１同様、ＳＰレス交換機１
５Ａのゲート装置収容部３１Ａを経由して同交換機のＰＳＴＮ交換部３２Ａに送信する。
アドレス情報は、発信元の電話番号＃Ａ１、発信先の電話番号＃Ｂ３、呼を識別するため
の Call-IDの値 Cid、ならびに、発信元ゲート装置１１ＡのＩＰネットワーク１４側アドレ
スＧＡ及びポートｐａからなる。この時、＜ Setup＞の通過を確認したゲート装置収容部
３１Ａのスイッチコントローラ３１ｃは、スイッチ制御メッセージによりスイッチ３１ｄ
をＣＯＤＥＣ３１ｅ側に倒し、ＡＤＳＬモデム３１ｂとＣＯＤＥＣ３１ｅの間にＲＴＰの
メディアストリームが流れる設定にする（ステップＳ２０１）。
【００３５】
次に、ＳＰレス交換機１５ＡのＰＳＴＮ交換部３２Ａは、ＰＳＴＮ１３の SS#7ネットワー
クを経由してＳＰレス交換機１５ＢのＰＳＴＮ交換部３２Ｂに＜ IAM＞を送信する。ＳＰ
レス交換機１５Ｂは、＜ Setup＞により、ＩＳＤＮ電話機Ｂ３に着信する（ステップＳ２
０２）。
そして、＜ Setup＞を通知されたＳＰレス交換機１５ＡのＰＳＴＮ交換部３２Ａは、ゲー
ト装置収容部３１Ａを通じ従来の電話と同様に発側のゲート装置１１Ａに対して＜ Call P
roc＞を送出する（ステップＳ２０３）。
なお、ステップＳ２０２の＜ IAM＞及び＜ Setup＞には、ステップＳ２０１の＜ Setup＞に
設定されたアドレス情報が含まれている。
【００３６】
一方、＜ Setup＞を受信したＩＳＤＮ電話機Ｂ３は、ＳＰレス交換機１５ＢのＰＳＴＮ交
換部３２Ｂへ＜ Call Proc＞を返却する（ステップＳ２０４）。これは、＜ ACM＞として、
ＰＳＴＮ１３の SS#7ネットワークを経由してＳＰレス交換機１５ＡのＰＳＴＮ交換部３２
Ａに伝達される。
そして、従来の電話と同様に、ＩＳＤＮ電話機Ｂ３からＳＰレス交換機１５Ｂへ、ＳＰレ
ス交換機１５Ａからゲート装置１１Ａへ＜ Alert＞が返却される（ステップＳ２０５）。
【００３７】
着信先のＩＳＤＮ電話機Ｂ３が応答すると、ＩＳＤＮ電話機Ｂ３からＳＰレス交換機１５
Ｂへ＜ Conn＞が送信される。これはまた、ＳＰレス交換機１５Ａからゲート装置１１Ａへ
通知される。この際、ＳＰレス交換機１５Ａ内のゲート装置収容部３１Ａのスイッチコン
トローラ３１ｃは、着信先のＩＰアドレスが＜ Conn＞内に設定されていないことにより、
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発信先（ＩＳＤＮ電話機Ｂ３）が電話ユーザ（非ゲート装置ユーザ）であることを認識す
る。そして、ＣＯＤＥＣ３１ｅのアドレス情報を＜ Conn＞のＵＵＩに設定し、ゲート装置
１１Ａへ送信する（ステップＳ２０６）。
図に示す例では、ＣＯＤＥＣ３１ｅのアドレス情報として、発信元の電話番号＃Ａ１、発
信先の電話番号＃Ｂ３、呼を識別するための Call-IDの値 Cid、ならびに、発信元ゲート装
置収容部３１ＡのＣＯＤＥＣアドレスＧＸ及びポートｐｘが通知されていることを示して
いる。
【００３８】
次に、＜ Conn＞を受信したゲート装置１１Ａは、ＳＰレス交換機１５Ａへ＜ Conn Ack＞を
返す（ステップＳ２０７）。以上のセッション設定により、アドレスＧＡ／ポートｐａ及
びアドレスＧＸ／ポートｐｘのセッションを用いたＲＴＰのメデイアストリームとベアラ
音声信号がＳＰレス交換機１５ＡのＣＯＤＥＣ３１ｅにより変換され、音声通話が行われ
る（ステップＳ２０８）。
そして、ＶｏＩＰ端末Ａ１の切断を契機に、ゲート装置１１ＡからＳＰレス交換機１５Ａ
へ＜ Disc＞が送信される（ステップＳ２０９）。以降、従来の電話と同様に、ＳＰレス交
換機１５Ａから＜ REL＞がＰＳＴＮ１３の SS#7ネットワークを経由してＳＰレス交換機１
５Ｂへ送信され、ＳＰレス交換機１５Ｂ経由でＩＳＤＮ電話機Ｂ３に向けて＜ Disc＞が送
信される。
【００３９】
ここで、ＳＰレス交換機１５ＡのＰＳＴＮ交換部３２Ａは、同交換機のゲート装置収容部
３１Ａを経由してゲート装置１１Ａへ＜ Release＞を送信する。この際、ゲート装置収容
部３１Ａのスイッチコントローラ３１ｃは、スイッチ制御メッセージによりスイッチ３１
ｄをＣＯＤＥＣ３１ｅ側、メディア伝送路側（ IPネットワーク１４側）のどちらにも倒れ
ていない中立状態に設定する（ステップＳ２１０）。
このことにより、ＣＯＤＥＣ３１ｅが、発信ユーザから、あるいはＩＰネットワーク１４
からも切り離され、結果セキュリティが保たれ、外部からの攻撃がなくなる。この後、ゲ
ート装置１１Ａは、ＳＰレス交換機１５Ａへ＜ Rel Com＞を返す。
最後に従来の電話と同様に、＜ Disc＞を受信したＩＳＤＮ電話機Ｂ３は、ＳＰレス交換機
１５Ｂへ＜ Release＞を送信し、ＳＰレス交換機１５Ｂは、ＩＳＤＮ電話機Ｂ３へ＜ Rel C
om＞を返す（ステップＳ２１１）。
【００４０】
図７は、電話発～ゲート装置着の信号シーケンスを示す図であり、発側の電話としてＩＳ
ＤＮ電話Ａ３（電話番号＃Ａ３）、着側のゲート装置にＶｏＩＰ端末Ｂ１（電話番号＃Ｂ
１）が例示されている。
まず、ＩＳＤＮ電話機Ａ３からＶｏＩＰ端末＃Ｂ１に発呼した場合、ＩＳＤＮ電話機Ａ３
は、ＳＰレス交換機１５ＡのＰＳＴＮ交換部３２Ａに対して＜ Setup＞を送信する（ステ
ップＳ３０１）。
【００４１】
ＳＰレス交換機１５ＡのＰＳＴＮ交換部３２Ｂは、ＰＳＴＮ１３の SS#7ネットワークを経
由してＳＰレス交換機１５ＢのＰＳＴＮ交換部３２Ｂに＜ IAM＞を送信する。同交換機の
ゲート装置収容部３１Ｂはゲート装置１１Ｂに＜ Setup＞を送信し、ゲート装置１１Ｂへ
呼が着信する。
この時、ＳＰレス交換機１５Ｂ内のゲート装置収容部３１Ｂのスイッチコントローラ３１
ｃは、＜ Setup＞内にＩＰアドレスが設定されていないことにより、発側のＩＳＤＮ電話
機Ａ３が電話ユーザであることを認識する。そして、スイッチ制御メッセージによりスイ
ッチ３１ｄをＣＯＤＥＣ３１ｅ側に倒すと共に、ＣＯＤＥＣ３１ｅのアドレス情報を＜ Se
tup＞のＵＵＩに設定を行いゲート装置１１Ｂへ送信する（ステップＳ３０２）。図では
、発信元が電話番号＃Ａ３、発信先が電話番号＃Ｂ１、呼を識別するための Call-IDの値 C
id、ならびに、ゲート装置収容部３１ＢのＣＯＤＥＣ３１ｅのアドレスＧＹ及びポートｐ
ｙが通知されていることを示している。
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【００４２】
次に、＜ Setup＞を通知されたＳＰレス交換機１５ＡのＰＳＴＮ交換部３２Ａは、従来の
電話と同様にＩＳＤＮ電話機Ａ３に＜ Call Proc＞を送出する（ステップＳ３０３）。
一方、＜ Setup＞を受信したゲート装置１１Ｂは、ＳＰレス交換機１５Ｂのゲート装置収
容部３１Ｂを経由して同交換機のＰＳＴＮ交換部３２Ｂへ＜ Call Proc＞を返却する（ス
テップＳ３０４）。これは、＜ ACM＞として、ＰＳＴＮ１３の SS#7ネットワークを経由し
てＳＰレス交換機１５ＢのＰＳＴＮ交換部３２Ｂに伝達される。
【００４３】
次に、従来の電話と同様に、ゲート装置１１ＢからＳＰレス交換機１５Ｂへ、また、ＳＰ
レス交換機１５ＡからＩＳＤＮ電話機Ａ３へ＜ Alert＞が返却される（ステップＳ３０５
）。着信先のＶｏＩＰ端末Ｂ１が応答すると、ゲート装置１１Ｂは、図５に示すＳ１０６
同様に、アドレス情報を＜ Conn＞のＵＵＩに設定し、ＳＰレス交換機１５Ｂのゲート装置
収容部３１Ｂを経由してＰＳＴＮ交換部３２Ｂへ送信する（ステップＳ３０６）。図では
、発信元の電話番号＃Ａ３、発信先の電話番号＃Ｂ１、呼を識別するための Call-IDの値 C
id、ならびに、ゲート装置１１ＢのＩＰネットワーク１４側アドレスＧＢ及びポートｐｂ
が通知されていることを示している。
但し、この情報は、ＳＰレス交換機１５Ｂ内のゲート装置収容部３１Ｂのスイッチコント
ローラ３１ｃにてセキュリティ確保のために削除され、ＳＰレス交換機１５ＡからＩＳＤ
Ｎ電話機Ａ３へ＜ Conn＞が通知される。このことにより、ＩＳＤＮ電話機Ａ３は、ＳＰレ
ス交換機１５Ａへ＜ Conn Ack＞を返す（ステップＳ３０７）。
【００４４】
以上のセッション設定により、アドレスＧＢ／ポートｐｂ及びアドレスＧＹ／ポートｐｙ
のセッションを用いたＲＴＰのメディアストリームとベアラ音声信号がゲート装置収容部
３１ＢのＣＯＤＥＣ３１ｅにより変換され、音声通話が行われる（ステップＳ３０８）。
そして、ＩＳＤＮ電話機Ａ３の切断を契機に、ＩＳＤＮ電話機Ａ３からＳＰレス交換機１
５Ａへ＜ Disc＞が送信され（ステップＳ３０９）、以降、従来の電話と同様に、ＳＰレス
交換機１５Ａから＜ REL＞がＰＳＴＮ１３の SS#7ネットワークを経由してＳＰレス交換機
１５Ｂへ送信され、ＳＰレス交換機１５Ｂ経由でゲート装置１１Ｂに向けて＜ Disc＞が送
信される。
【００４５】
続いて、従来の電話と同様に、ＳＰレス交換機１５ＡのＰＳＴＮ交換部３２Ａは、ＩＳＤ
Ｎ電話機Ａ３へ＜ Release＞を送信し、ＩＳＤＮ電話機Ａ３は、ＳＰレス交換機１５Ａへ
＜ Rel Com＞を返す（ステップＳ３１０）。
また、＜ Disc＞を受信したゲート装置１１Ｂは、ＳＰレス交換機１５Ｂのゲート装置収容
部３１Ｂを経由してＰＳＴＮ交換部３２Ｂへ＜ Release＞を送信する（ステップＳ３１１
）。この際、ゲート装置収容部３１Ｂのスイッチコントローラ３１ｃは、スイッチ制御メ
ッセージによりスイッチ３１ｄをＣＯＤＥＣ３１ｅ側、メディア伝送路側（ＩＰネットワ
ーク１４側）のどちらにも倒れていない中立状態に設定する。このことにより、ＣＯＤＥ
Ｃ３１ｅが、着信ユーザから、あるいはＩＰネットワーク１４からも切り離され、結果セ
キュリティが保たれ、外部からの攻撃がなくなる。この後、ＳＰレス交換機１５Ｂは、ゲ
ート装置１１Ｂへ＜ Rel Com＞を返す。
【００４６】
以上の動作シーケンスは、あくまで動作の一例であり、ＣＯＤＥＣ３１ｅ側、メディア伝
送路側（ＩＰネットワーク１４側）の切替え等には他の変形例があり得る。このため、本
発明の主旨を逸脱しない範囲での変更は可能である。
例えば、ＣＯＤＥＣ３１ｅ側とメディア伝送路側（ＩＰネットワーク１４側）の両方に接
続してベアラ音声信号とＲＴＰのメディアストリームをミキシングするという利用方法も
あり得る。また、接続前トーキ等が交換機から送出される場合は、通信相手がゲート装置
、電話のいずれであっても、ガイダンス送出時においては一律ＣＯＤＥＣ３１ｅにスイッ
チ３１ｄを倒し、ＰＳＴＮ１３のベアラ音声信号伝送路を使用するという方法もあり得る
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。
【００４７】
以上説明のように本発明によれば、ゲート装置１１Ａ、１１Ｂが持つ機能を既存交換機に
影響を与えることなく簡便に収容することが可能となり、また、ゲート装置収容部３１Ａ
、３１Ｂによりゲート装置間はもとより、電話との相互接続が可能となる。
なお、図４に示されるゲート装置収容部３１Ａ（Ｂ）は、スプリッタ３１ａ、ＡＤＳＬモ
デム３１ｂ、スイッチコントローラ３１ｃ、スイッチ３１ｄ、ＣＯＤＥＣ３１ｅ、コンバ
ータ３１ｆのハードウェアコンポーネントを持つものとして説明したが、これらコンポー
ネントのうち、本発明を実現する上で重要なコンポーネントとなる、スイッチ３１ｄ、ス
イッチコントローラ３１ｃ、ＣＯＤＥＣ３１ｅは、それぞれで実行される手順をコンピュ
ータ読み取り可能な記録媒体に記録し、この記録媒体に記録されたプログラムをコンピュ
ータシステムに読み込ませ、実行することによっても本発明を実現することができる。こ
こでいうコンピュータシステムとは、ＯＳや周辺機器等のハードウェアを含む。
【００４８】
また、「コンピュータシステム」は、ＷＷＷシステムを利用している場合であれば、ホー
ムページ提供環境（あるいは表示環境）も含むものとする。
また、上記プログラムは、このプログラムを記憶装置等に格納したコンピュータシステム
から、伝送媒体を介して、あるいは、伝送媒体中の伝送波により他のコンピュータシステ
ムに伝送されてもよい。ここで、プログラムを伝送する「伝送媒体」は、インターネット
等のネットワーク（通信網）や電話回線等の通信回線（通信線）のように情報を伝送する
機能を有する媒体のことをいう。
また、上記プログラムは、前述した機能の一部を実現するためのものであっても良い。さ
らに、前述した機能をコンピュータシステムにすでに記録されているプログラムとの組み
合わせで実現できるもの、いわゆる差分ファイル（差分プログラム）であっても良い。
【００４９】
以上、この発明の実施形態につき、図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこの
実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計等も含まれる
。
【００５０】
【発明の効果】
以上説明のように本発明によれば、アクセスラインからＱ．９３１信号とＲＴＰのメディ
アストリームを分離し、通信相手がゲート装置の場合はＲＴＰのメディアストリームをＩ
Ｐネットワークに入力するとともに、ダミーのベアラ音声信号をＱ．９３１信号に重畳し
て交換機に入力し、通信相手が電話の場合はメディアストリームをＣＯＤＥＣによりベア
ラ音声信号に変換し、Ｑ．９３１信号と重畳して交換機に入力するゲート装置収容部をＰ
ＳＴＮ交換部に付加することにより、従来の交換機との入出力が可能となり、このことに
より、稼働している交換機に影響を与えることなく（サービス中断の回避）交換機能を実
現することができ、ゲート装置間は勿論のこと、ゲート装置と電話との相互接続を可能と
した端末間相互接続装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明が実施されるＶｏＩＰ音声通信システムの構成を示すブロック図である
。
【図２】　図１に示すゲート装置の内部構成例を示すブロック図である。
【図３】　本発明を適用したネットワークＶｏＩＰ通信システムの一実施形態を示すブロ
ック図である。
【図４】　図３に示すＳＰレス交換機の内部構成例を示すブロック図である。
【図５】　本発明実施形態の動作の一例を示すシーケンス図である。
【図６】　本発明実施形態の動作の一例を示すシーケンス図である。
【図７】　本発明実施形態の動作の一例を示すシーケンス図である。
【符号の説明】
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Ａ１、Ａ２、Ｂ１、Ｂ２…ＶｏＩＰ電話機または端末、Ａ３、Ｂ３…ＩＳＤＮ電話機、１
１Ａ（Ｂ）…ゲート装置、１３…ＰＳＴＮ、１４…ＩＰネットワーク、１５Ａ（Ｂ）…Ｓ
Ｐレス交換機、２０ａ（ｂ）…ＡＤＳＬモデム、２１ａ…Ｑ．９３１コントローラ、２１
ｂ…ＳＩＰプロキシ、２１ｃ…Ｆ／Ｗ（ファイアーウォール）、３１Ａ（Ｂ）…ゲート装
置収容部、３１ａ…スプリッタ、３１ｂ…ＡＤＳＬモデム、３１ｃ…スイッチコントロー
ラ、３１ｄ…スイッチ、３１ｅ…ＣＯＤＥＣ、３１ｆ…コンバータ、３２Ａ（Ｂ）…ＰＳ
ＴＮ交換部、４０…アクセスライン

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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